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陸の両方共手助けをうけた.手 助けを必要 とするほど地
吹雪がものすごかったからである.「みずほ」で痛感し
たことはやは り 「この前進基地に,も っと予算をつぎこ
まねばならない」 とい う.単純明快な結論であった.
新たに到着 した第17次隊は建設作業や,夏期観測等に
それぞれ忙 しい毎 日を送っているが,な かでもロケッ ト
班は特に緊迫 した日々をすごしている.2年 間の空白の
後,2機 の観測 ロケットを打上げる夏期計画があるから
である.1月25日の早朝,S-210JA22号機はみごとな
飛跡を残 して大空に飛び去った,ロ ケット観測の成績も
完壁 と言ってよい.担 当隊員は互に手を握 り,肩を抱い
て喜びあい,祝福 しあっていた.RT室 の片隅でこの仕
事の終始を見守っていた私は涙をおさえるの に 苦労 し
た.ロ ケット観測の経験には浅 くない筈の私 に と って
も,この南極 ロケットの発射は初経験に当る.後は2月
10日置予定されているS-310号機の成功を祈るのみであ
る.
(受信:昭 和51年1月28日)
南極観測隊便 り
一 算16次越冬 隊 ・第17次隊の近況一
再び白夜を迎え新 しい越冬隊の受入れ準備も終 りいよ
いよ住み慣れた南極とも別れを告げるときも間近 となっ
た第16次越冬隊の待つ昭和基地へ,‖ 月3日 第17次の第
1便が飛んだ.芳野第17次隊長をは じめ永田所長,フ ラ
ンスからオブザーバーとして参加 した ジョルジュ・ロラ
ン氏,「 ふ じ」艦長などが,星合隊長以下第16次越冬隊
が迎える昭和基地ヘ リポー トに降 り立ち互いに固い握手
を交 した.そ して1年間の越冬観測を無事成 し遂げた第
16次越冬隊はなつか しい家族の便りと初荷の味をかみ し
めた.
第17次隊を迎えるためにすっかり整理された 基 地 で
は,早速建設作業,物 資搬入,ロ ケット観測の準備など
業務の引継などが開始 され,基 地は一段とあわただ しく
なった,
第17次隊重点観測項目の一つ ロケット観測は,S-・210
型22号機の打上げから始まった.ラ ンチv－の整備,ロ
ケットの組立,機 器の調整など慎重かつ迅速に準備され
たS・210型22号機は1月26日午前2時50分,方位角315
度,発 射角82度で霧の立ちこめる昭和基地の発射台から
飛び立 っていった.2分50秒後最大到達高度119㎞に達
し,5分23秒後方位角315度.水平到達距離127㎞の地
点に落下した.レ ーダーテレメーターは完全に作動 し,
搭載された電子密度温度観測器,地 磁気姿勢計太陽セン
サー,一酸化窒素測定器,粒 子測定器などすべて正常に
働き実験は成功 した.次 回は日本観測隊として初のS－
ユ ー ス
310型1号機 を2月10日に打上げる予定である,
野外調査は,み ずほ旅行隊が第17次隊5名,第16次隊
1名で1月12日S-16地点を出発16日置みずほ観測拠点
に到着 し,19日にさきに来ていた第16次やまと山脈調査
隊とともにみずほ観測拠点を出発 し,24日全員無事帰投
した.第16次隊のやまと山脈調査旅行隊は,地質,測 地
の観測を終了,ま た,300個以上の明石を採取 し多大な
成果をあげた.ま た第17次第16次隊員で編成された沿岸
調査隊は1月11日から16目までラングホプデ地域,.1fi
20日から25日までスカルブスネスなどの生物,測 量,氷
河,地 形などの調査を行った.
第16次で大活躍 した航空機は,1月3日 の永田所長の
やまと山脈往復,9日.10日,12日,14日の気象観測,
10日に氷状調査などを行い,16日の永田所長,芳野隊長
によるみずほ観測拠点往復をもって全飛行を無事終了し
た.
一方,基地建設作業も着々と進み,作 業棟入口シャッ
ターの取付や各棟の補修整備,各 種車両の組立,オ ーバ
ーホールなどが完了 した.また越冬成立の不可欠条件で
ある物資搬入は,今 年は定着氷や気象条件があまりよく
ないが,現在燃料 を残すのみとなっている.「ふ じ」の
現在地は基地から35マイル(約63km)の地点で,天 気
の状況をみながら空輸を続けている.
なお,1月28日には新にっくりなおした故福島伸隊員
の記念碑の除幕式が,1月29日には上陸19周年記念式典
が盛大に行われた.
?
1番機をむかえ背のびする第16次越冬隊員(電 送写真)
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地層探査機による測深 ・底質調査(北 見浜沖)(電 送写真}
西南極 ・マクマー ドでの地学研究
1975～76年の南極の野外調査シーズンに,数 名の研究
者を派遣する予定であったが,後 に述べる飛行機事故な
どが原因で,結 局は中井客員助教授 と私の2名 がマクマ
ー ド基地に行った.私達の目的は今シーズン迄延長され
た ドライパ レー-im層掘削計画(DVDP)に 参加するこ
と,事情の許す限 りそれぞれの研究課題に沿った観測や
調査を実施することであった.
DVDPの 最後の掘削である第15号孔の状況について
は,前 号のニュースに報告 したとお りである.掘削が終
了した11月21日夜より,掘削点1こ設置されていたキャン
プと掘削機械の撤収が開始された.撤 収を急いだのは氷
状の悪化が心配されたからである.確かに今シーズンの
マクマー ド附近は,昨 シーズンに比較し夏の訪れははや
かった,昨 シーズンは12月下旬,砕 氷船の砕氷によって
ようや く現われた開水面が,11月下旬にはマクマー ド基
地からも確認できる地域に現われていた.海 がはや く開
いたためか,今 シーズンは基地周辺に20～30羽のペンギ
ンの集団が度々訪れ,私達を楽 しませて くれた.
掘削関係の仕事は11月でほとんど終 り,12月1日から
野外調査を開始 した.12月に入 り天気の良くない日が多
く,ヘ リコプターの飛行計画は再三再四変更されたが,
ドライバ レー,マ イヤースバレー,ケ ープロイ ド等,予
定 した地域の調査や標本の採集はすべて実現 した.こ れ
は今シーズンのマクマー ド基地は人が少なく,従 ってヘ
リコプターの運行にはかな りの余裕があった こ とに よ
る,
12月1日,最初の野外調査の時のことであった,ド ラ
イバレーの うらのヴィク トリア谷で氷河の氷を採集し,
ヘ リコプターはライ ト谷の西端にあるアッパーライ ト氷
河の上部のモ レーンの上に着陸.した.氷 河の氷の採集の
ためヘ リコプターを離れた私達は,サ ポー トのために同
行 してくれたアメリカ人の学生から 「エンジンの調子が
悪いので,修 理に1時 間位かかるから,採集はゆっくり
やるように」とのパイロットの話を聞かされた,標高約
2000m,南極横断山脈の山中の景観を楽 しみながら,.ヘ
リコプターに戻ると,「エンジンは修理できないので今
日はキャンプだ」とのこと.曇天だった空からは,そ の
地点に着陸 した頃から雪が降りだ し,ヘ リコプターのフ
ロントガラスも真白,視界も悪い.私はこれは面白いこ
とになったと,内心喜んで,ヘ リコプターに常備してあ
るキャンプ道具をとり出し,テン トを張るのを手伝 った.
テントを張 り,氷河から氷をとってきて,コ ンロに火を
つけ温い飲物をと思っている時,ヘ リコプターの爆音が
聞えてきた.マ クマー ド基地との交信を,近 くにいたヘ
リコプターが傍受 し,霧の中を我々を救出に来て くれた
のである、かくして,南極横断山脈の中でのキャンプと
いう夢は実現 しなかった.こ のような出来事の表現は人
によって大いに異るであろう.自分の恐怖の経験として
語 る人もいよう.少なくとも私は特別大変な事に出合っ
たとは思 っていない.私 が安心 していられたのは,マ ク
マー ド基地にはヘリコプターが4機残っていて,天 候さ
え回復すれぱいつで も基地に戻れるとの思いが心の底に
あったからだろう.
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話 は 戻 るが11月4日,　 DomeCで 再 び飛 行 機 事故 が
あ った.　Dome　Cと い うの は,南 極 大 陸 内 の75°S,125
°Eを 中 心 に した 地 域 で ,こ の附 近 の氷 床 は 厚 く,ド ー
ム状 に な っ てい る.こ の 氷 床 に孔 を あ け て 氷 柱 の サ ン フ1
ル をと り,南 極 氷 床 の生 成 過 程 や 動 き を研 究 し よ う とす
る計[面iが,1こ・{!、IFhi国を中 心 に進 め られ,1974年暮,ボ
ー リ ング の キ1・ンブが 設 置 され た ,昨 シ ーズ ンは 簡 単 な
予備 調 査 で あ ったが,そ の 調 査 隊 の 引 上げ に 飛 ん だ 大 型
の プ ロペ ラ,Mfi送機 で あ るC-130が事 故 を起 し,そ れ を救
援 に 行 っ た別 のC-130も離 陸 に 失 敗,サ ス ツル ギに 櫨 を
ひ っか け破 損,3番[1iの救 援 機 が よ うや く全 員 を収容 し
た とい う']'itdeが1月15日に あ った.
C-130は4発の ア ロペ ラ機 で あ る が,滑 走 路 が 作 られ
て ない 囎 氷 面 ヒか ら の離 陸 に は,ス ピ ー ドを つ け るた め
にJATO　 と呼 ば れ る補 助 の ジ'・'ット噴射 を 使 う,最 初
の1轍 は こ のJATOが 爆 発,右 ・E翼が折 れ 火 災 を起 し
た ので あ る.今 シ ー ズ ンの 事 故 も同 じで,や は りJATO
が爆 発 した が,幸 な こ とに エ ン ジ ン1機 の破 損 に と ど ま
った.し か し,5機 のC-130のう ら3機 をDome　Cで
失 った猶 予 は 大 き く,そ の 後 の輸 送 計 画 は 人 幅 に 縮 少 さ
れ た.　DorneC　で の ボ ー リ ング をは じめ,多 くの研 究
プ ロ ジr.クトが縮 少 又は 中d二され た.1975年U月 末 に 予
定 され て い た茅 先 生 の南 極 行 を含 め 数 人 のVIP　 の マ ク
マ ー ド訪 問 も中止 され た.
第2,第3の`ド 故 機は 破 損 程度 が 低 く,現 地 で 修 理 の
う え回収 され た.`似 改機 の 回収 には,ま ず修 理 要 員 の キ
ャ ンプの 建 設,そ の た め の 要 員 の輸 送 と滑 走 路 の建 設 が
な され,続 い て そ れ ぞ れ20名前 後 の 修理 隊 が編 成 され た,
修理 隊 は 南 極 点 基 地 に飛 び,一 週 間,寒 地 と高 所 の順 化
を行 い,南 極 点 か らDome　Cに 飛 ん だ.第3番 機 の場
合 は 修 理}こlG日程 度 を予 定 して い た の が12月22～25日の
引1間 で エ ン ジ ンの 交 換 を行 い,26日 に は マ クマ ー ドに
戻 って き た.第2番 機 も1月 中 旬,無 事 回収 され た との
ロ ス島 に あ る エ レバ ス火 山.と き ど き
水 蒸 気爆 発 を く りか え して い る,
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こ とで あ る.
い ろ い ろ の 事情 で マ ク マ ー ド基 地 の 原子 力発 電 所 は 解
体 され た.そ の 解体 作 業 に は ダイ ナ マ イ トを 使 っ ての 爆
破 が 行 わ れ た.私 は この爆 破 に よ っ て起 され る地 震 波 を
使 って,マ クマ ー ド基 地 直 下 の地 下 構造 を調 べ る こ と を
思 い つ い た.一 種 の 人 工 地 震調 査 で あ る.こ の計 画 を話
す と　DVDPの 責 任者 で あ る米 国 の トレバ ス教 授 を初 め
基 地 の 関 係 あ る人,全 員 が 協 力 して くれ大 き な 成 果 を得
る こ とが で きた.中 井 さん が氷 の サ ンプ ル を集 め てい る
と知 るや,野 外 に 出 た 人 は 必 ず 中井 さんに 氷 の サ ンプ ル
の土 産 を届 け て くれ,多 す ぎて 嬉 しい悲 鳴 を あ げ る ほ ど
で あ った.こ の よ うに マ クマ ー ドで は 科学 研 究 の為 に は
互 に 協 力 す る こ とが 自然 の 約 束 と して 実 行 さ れ てい る,
そ こに は 国 陪 の 違 い も,言 葉 の違 い か ら生 ず る障 害 もあ
ま り存 在 しな い.そ してDVDPは 国 際 共Ili観測'1`業の
最 も うま くい った 例 だ と ア メ リカ 側 は 大 変 酵ん でい た の
が 印 象 に 残 って い る.
1月13～15日,二　tL－ジー ラ ン ドの ウエ リン トンで,
DVDPの 第2回 の セ ミナ ー が開 か れ た.そ の席 上DVD
Pの 継 続 が 提 案 され,採 択 され た の も,参 加 の 三 国 が そ
れ ぞれ 意 義 を認 め た た め で あ る.
次 の シー ズ ン以 後,　 DVDPが どの よ うな 形 を とる に
しろ,極 地 研 の 方 針 は 大 体 決 ま って い る と思 う.大 き な
予算,多 くの 人数 は 望 め な くと も,ア メ リカ 側 の協 力 と
参加 す る 人の 努 力に よ って 充 分 な 成 果 が 得 られ るで あ ろ
う.
(国立 極 地 研 究 所 神 沼 克 伊 助 教 授)
国際会議報告
第2回 ドライバ レー掘削計 画セ ミナー
この セ ミナ ー の 第1回 は 去 る1974年5月29～3111,ア
メ リカの ワ ン ン トン州 シ ア トル市 で 開 か れ,そ の 概略 は
す で に 本 誌第2号(1974年10月刊)に 報 告 され て い る.
また,日 本,ア メ リカ,二=一 ジー ラ ン ド3国 共IIJによ
る ドライ バ レー掘 削 計 画(DVDP　:　Dry　Valley　Drilling
Project)　の進 捗 状 況 に つ い て も,し ば しば 本 誌 に 紹 介
され て きた.こ の計 画 の最 終 年 度 と して,昨 年 末か らマ
クマ ー ド入江 の海 底 堆 積 物 の掘 削 が 行 わ れ,わ が 国か ら
神 沼 屯 伊(極 地 研 助 教 授),中 井信 之(名 古屋 大助 教 授,
極地 研 客 員助 教 授)の 両 名 が参 加 した こ とは 本誌 第7U・
に記 事 とな って い る.
第2回 セ ミナ ー は,ニ ュー ジー ラ ン ドの 首 都 ウエ リン
トン市 に お い て,同 市 の ビ ク ト リア大 学 南極 研 究 セ ン タ
ー と地 質 学教 室 共 催 に よ り,去 る1月13日(火)か ら15
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日(木)ま で 地 質 学 教 室 の 会議 室で 開 か れ た.わ が 国か
らの 参 加 者 は 南 極 帰 りの 前 記 神 沼 ・中井 両 名 の ほ か,鳥
居 鉄 也(千 葉工 人教 授),西 山 孝(京 都 大 助 手),楠 宏
(極地 研 教 授)の5名 で あ った.参 加 者 総数 は約70名で
地 元 の 約40名の ほ か,ア メ リカ約20名,オ ー ス トラ1)ア
1名 とな っ てい る.
13日午 前9時 半か ら地 質 教 室 主 任 のClark教授 司会 の
も とに 開 会 式 が あ った.式 とい って も演 説 が2つ で,ド
ラ イ バ レーへ も行 った こ との あ るGandar科 学 大 臣 と,
ロス属 領 研 究 委 員 長Miller氏とで あ った .一 旦休 憩 の
あ と,13EI午前は3国 の 国 内 研 究計 画 の 紹介 が あ り,同
日午 後 か ら15日午 後 まで 掘 削 地 点 の地 学 総合 報 告 の あ と
ドライ バ レー の各 谷 に つ い て 一 般研 究報 告 が な さ れ た.
15日閉 会 前に は 全 体 討 論 が あ り,こ の掘 削計 画 は 今 年度
で 一 応 終 了 とは な っ てい るが,予 定 を充 分消 化 して はお
ら ず,ま た地 質 学 的 に は 南 極 横 断 山 脈 全域 を 中 心 と し
て,広 い 範 囲 に つ い て 国 際 的規 模 で掘 削 計 画 を進 め た い
と の希 望 が 多 か った.
発 表 論 文 は 総 数35篇,日 本 か らは7篇 で あ った.こ れ
らの発 表 に 際 し,鳥 居 ・楠 の 両 名 は 座 長 も務 め た.わ が
国 か らの 報 告 は つ ぎの とお りで あ る.
楠 宏l　Japanese　science　programmes　in　the
　　 　 　　 　 Dry　Valleys
神沼 克 伊:　Seismic　a tivity　around　McMurdo　area
中井 信 之:Stable　isotope　studies　ofDVDP　3,　and
　 　 　 　 　 　possible　sources　ofsecondary　minerals
　 　 　 　 　 and　evaporites　in　the　McMurdo　Region
西tltty,・倉 沢 一:　Distribution　of　evaporite　minera.
　 　 　 　 　 　1s　from　Taylor　Vaney,　Victoria　L nd,
　　　　　　　　 Antarctica
西 山 孝 ・中 井 信 之:　Sulfur　isotope　studies　of eva・
　 　 　 　 　 porite　minerals　from　Taylor　Valley,
　　　　　　　　Victoria　Land,　Antarctica
鳥 居 鉄 也:　DVDP　in　Wright　Valley
鳥 居 鉄 也 ・山 県 登 ・小 坂 丈 予:　Salt　balance　in　the
Don　Juan　Pond　 (楠宏 研 究;}三韓)
一般概況
第16次隊月例報告
〈50年11月 ・12月〉
研 究 所 刊 行 物
Memoirs　of　National　Institute　of Polar　Research
　 Series　A (Aeronemy),　No.　13
　 　 Study　of　Auroral　VLF　Hiss　Observed　at　Syo-
　 　 wa　Station,　Antarctica,　by Y.　Tanaka　et　al.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　February　1976
JARE　Data　Reports,　No.　31　(Seismology)
　 　 Seismological　Bulletin　of　Syowa　Station,　An・
　　 tarctica　1973.　 January　1976
11月14H沿岸調査旅行隊帰投.12日やまと山脈調査旅
行隊出発,16已みずほ観測拠点着,同19EI発30日やまと
山脈A群 南麓のA-003着と調査旅行が行われている.
一方,基地では23人が.1亡がしく働いている.12月に入 り
天候に恵まれ第17次隊の受け入れ準備は着々と進み,や
まと山脈調査旅行隊の地質,測地観測作業も終盤に近づ
いた.
観測報告
オーロラレーダーは11月21日より18時～08時(L・T)
まで連続記録 としその他5分 間隔で記録,12月に入 り夜
間連続測定を実施 している.電波では,12MHzフ7ッ
クス復調信号の録音(約1か 月データ集収)し,又FA
Xを受信し電界強度測定を行 っている.
気象概況
11月中旬から下旬初め気圧の谷の通過によりプ1」ザー
ド2回を含む ぐずつき気味の天気だった以外は天候に恵
まれ日射 しも強まり積雪も徐々に減少 している.
区:分111月j12月.`
平 均 気 温
月最高気温
月最低気温
月最大風速
一6 .9℃
-2 .5℃
-21.0℃
21.4m/sec
一2 .5℃
十4.8℃
-11.5℃
21.7m/sec
地理部門では,見晴 らし岩南方にて融氷量測定のため
雪尺を設置,積 雪量の測定を行 っている.
設営報告 燃料消費内訳 単位2
区 分
消 費 量!残 量`
11月112月11月 12月
普 通 軽 油15,185
灯 油 3,240;
1
1,480
15,830,132,690
58,520
116,860
57,040
.
11月3i.1,25日の2度 に わ た り見返 り台 へKD60雪 上
車607,608,KC20雪上 車24号,南 探 軽 油36本,ガ ソ リ
ン12本,空 箱3台,機 械 極1台 をデ ポ した.基 地 では 室
温ji昇を防 ぐた め 第7発 電 棟,第9発 竃神 に 有 圧 換気 扇
を各1台1設 置 した.通 信 施 設 面で は1kW　 SSB送 信 機
3号 機,ビ ー コ ン送 信 機 へ の 配線 調 整 を し,実 用 に供 し
てい る他,ビ ー コ ン送 信 機 用T形 ア ン テナ の新 送 信 棟 へ
の 引 き込 み を行 った.や ま と山脈 調 査 旅 行隊 員 に 定 期 検
診 に 加 え血 液 一 般,血 清,肝 機 能 検 査 を実施 し,基 地 隊
員 共,健 康 状 態 は 概 ね 良好 で あ り,第17次隊 との 交代 を
1.1前に し,そ の他 順 調 に経 過 してい る.
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お 知 ら せ
一研究談話会の日程一
〈1月 ～3月 〉
一共同研究員の募集について一 月 目 演 者 演
当研究所には,全 国の国立,公 立及び私立の大学,各
省庁及び地方公共団体の研究機関その他これらに準ずる
研究機関の研究者が,当研究所の教官 と協力して極地に
関する共同研究(研 究所の施設,資料等の利用を含む)
を行 う共同研究員制度があ り,昭和51年度の共同研究員
を募集 してお ります.
このことについての詳細は.ド記へお問い合せ.ドさい,
管理部庶務課庶務係(TelO3-962-4713)
一南極雪氷シンポジウム報告の配布一
昨年5月26日に開かれた 「第1回 南極雪氷 シンポジウ
ム」(本 誌第6号 参照)の 報告がこのほど印刷されまし
た.入手御希望の方に無料で配布致 しますので当研究所
の 「雪氷学部門」宛に文書で御申出で下さい,
題
1月21日 桑 島　 IE　幸 南 極 日高和 基1也一 因陸 地
(気象庁地磁気観測所)1脚 燗 酬1」結果
28日
2月41」
18|1
25日
3月3日
17日
24[:1
鮎 川
楠
勝 無人観測装置の試作
宏 白旗隊の寄港地挿話
(外国誌記事より)
松 田 達 郎 南極越冬隊の社会
の変遷
趙 週 克 伊 DVDP最 終年
藤 井 理 行 ネパールヒマラヤの氷
河
鳥 居 鉄 也 ドライバレー研究の10
(千葉工大教授)年
滝 沢 美代子 統計的解析の紹介
〔極地豆事典〕
南 極 大陸 の露 岩 地 帯 は 陰 花 植 物 の.1比界 で あ る,そ こで
は,コ ケ類(鮮 苔 類),地 衣 類,菌 類 そ して 藻 類 が ペ ン
ギ ンや ド等 動 物 と微 妙 に 影 響 しあ い,1つ の 生 態 系 を営
ん で い る.現rピ まで に 南 緯60°以 南(南 極 大 陸)か ら報
告 され た コ ケ類 は 鮮 類80余種,苔 類約8種 をあ げ る こ と
が で き る.し か も これ らの 大 部 分 の 種 は 南 極 半 島(パ ー
マ'卜島)の 北 部 に か た よ り,そ れ よ り南 の地 域 に な る
と,著 し く少 な くな って く る.
昭 和基 地 の あ る東 オ ング ル諸 島 や そ の近 接 地域 に な る
と,ム ラサ キ ヤ ネ ゴ ケ　 (Ceratodon　PttrPureus),　ギ ン
ゴケ(　Bryunt　argeftteum)　,ナ ンキ ョク マ ゴ ケ　(Bryum
incenneXUM)の3種が知 られ てい る に す ぎ な い.そ れ
らの うち 前 の2極 は 世界広 布 種 で,極 地 研 の あ る東 京都
板 橋 区 の 石 垣 等 に も普 通 に 見 られ るも の で あ り,他 の1
種 は 南 極 特 産 で あ る,さ らに,南 極 地 域 特 産 の 属 と して
は,ス ジ フ ク レゴ ケ属　Sarconeurscn　(写真:サ ピ ッ ツ
・ル ビ ツ カ ヤ,ス ミル ノ ワ,1962)があ る だ け な の で,
南 極 の コ ケ類 の 種 類 相 に は 特 異 性 が少 な い と い っ て よ
い.
・.・般 に ,南 極 に 生 育 す る コ ケ類 は小 形 で,直 立 芝 生 状
に ぎ っ し り とつ ま った マ ッ トを な し,胞 子体 は ほ とん ど
つ け る こ とが な く,葉 先 が 丸 み を帯 び,仮 根 が 密集 し,
そ して,し ば しば植 物 体 は 黒 色 を帯 び る 等 の 特 長 が あ
る.こ れ らの特 長 は,長 期 の低 温,暗 黒,貧 栄 養 及 び強
い 乾燥 に対 す る適 応 の結 果 得 られ た生 育 形 態 と考 え られ
る,一 方,南 極 産 の コ ケ類 は決 して種 類 は 多 く は な い
が,そ の特 殊 な環 境 を反 映 して か,胞 子 体 を つけ に くい
うえ に,個 体 変 異 が極 め て 著 しい.こ の ため に 種 を決 定
す る こ とは容 易で は な く,今 後,南 極 大 陸 全 域 の 資 料 を
対 象 に して,詳 細 な 検討 を す る必 要 が あ ろ うが,分 類 学
的 整 理 ば か りで は な く,種 分 化 や 分 布 の研 究 も興 味 深 い
分野 と して 残 され て い る.
一6
